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1. はじめに

現在の日本における重度の肢体不自由と重度の知的障

害をもつ子どもの教育では，学習内容は学習指導要領の

自立活動領域を中心に組まれている。また，重度の障害

をもつ子どもの健康，コミュニケーション，対人関係・

社会性，感覚・知覚，摂食，姿勢・移動・手，運動，遊

ぴなどの各発達領域の指導法は，この35年間程でかなり

開発されてきた。

しかし，肢体不自由をもつ重度の障害の子どもの教育

ではどのような内容が適切なのかはよく検討されてきて

いない。現時点では，教師の経験の積み重ねに基づいて，

子どもたちが興味•関心をもつ内容，発達しやすい事項，

人として発達していく必要のある事項を考えて，小学部，

中学部，高等部ごとに総合的に判断して学習内容，時間

割・日課を決めている。また，高等部では，卒業後の社

会生活おいて必要性が高い事項もよく考えて学習内容を

決めている。

肢体不自由をもつ重度の障害の子どもの教育では，子

どもたちの発達のニードと発達しやすい事項，社会生活

のためのニードと獲得しやすい事項，発達のニードと社

会生活のためのニードの中子どもたちが輿味関心を持ち

やすく多くの子どもたちが楽しく行える事項をしっかり

把握した上で，一人ひとりに適切な学習内容とグループ

学習における適切な学習内容を設定する必要がある。

また，高等部中心ではなく，小学部，中学部，高等部

の各ライフステージにおいて，子どもたちが卒業後の社

会生活で楽しく幸せに暮らしていくことを的確に把握し，

そのためにかならず必要な事項よく考えて学習内容を設

定する必要がある。これは，「ライフステージを踏まえ

た教育」と呼ばれている。しかし， H本の養護学校では

これらについて充分と言える状態ではない。

また，近年，養護学校教貝の同一学校での継続勤務期

間が短くなり， 6年～8年で移動する県がほとんどであ

る。肢体不自由養護学校は， 1県に 1~3校設置されて

いる県が多く，全国的に見ると肢体不自由養護学校間で

移動できる教員の数は少ない。さらに，特殊学校と普通

学校との人事異動を計画的に実施している県も少なくな

い。肢体不自由養護学校において，経験豊富な教員が少

なくなっている。

以上の二点から，日本の肢体不自由養護学校の教育の

ために，重度の障害をもつ子どもたちの学習内容表を作

成し，教員がそれを参考に教育課程，指導計画を作成・

実施できるシステムが不可欠である。

この研究は，この10年間私が考えてきた重度の障害を

もつ子どもたちに必要な学習内容，この10年間に自立活

動中心の教育課程の学級で私が行ったまたは体験した学

習内容のうち，子どもたちにとって必要度の高いかつ子

どもたちがよく興味•関心を持ち多くの子どもが楽しく

行った内容をまとめることで，日本の養護学校で重度の

障害をもつ子どもたちにより適切でよりよい教育の実施

に寄与することを目的としている。

2. 重度の障害をもつ子どもの教育の理念，生
きていく力，基本的な学習内容，学習内容の

3タイプについて

(1)重度の障害をもつ子どもの教育の理念

重度の障害をもつ子どもたちが，卒業後の生活を楽し

＜幸せに暮らしていくためには，次の二つの暮らしがで

きるとよい。

1)地域の中でいろいろな人との関わりを楽しみながら

暮らしていく。

2) 自分のペースで自分の望むことを中心に日々の暮ら

しをしていく。

そのためには，学校教育の12年間に次のことを学び身

につける必要がある。

1)生きていく力を身につける。

2)楽しく豊かに毎日暮らす。

3)人としてよく成長していく。

このうち，「生きていく力を身につける」，「楽しく豊

かに毎日暮らす」ことは，子どものライフステージを踏

まえた事項である。卒業後の生活で「楽しく豊かに毎日

暮らす」ためには，今楽しく豊かに毎日暮らしていくよ

うになっていくことが大事である。今楽しく豊かに侮日

暮らしていくことが，卒業後の生活で楽しく豊かに侮日

暮らすことにつながっていく。

生きていく力は，次の力をできるだけ身に付けていく

ことが大事である。

(2)生きていくカ

自立活動中心の子どものライフステージを踏まえた学

習内容（卒業後の生活で「生きていく力」となるもの）

は，次の通りであると考える。

1)生きるカ

①健康

心身がそれなりに健康であって，生活が楽しめ，いろ

いろな活動ができる。

②コミュニケーションの力（イエス，ノーを含めて）

重度の肢体不自由者が一番困っていることであり，ま

た自分の暮らしをしていくためにも欠かせない（自己決

定）。

③いろいろな体験をする（人や社会や自然などのいろい

ろな体験）

いろいろな体験が自分の中に入る。新しい体験を受け
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人れやすい。やってみたいことが増える。

④いろいろな人に会って楽しめる（あまり緊張しない）

人と出会ってその体験を自分のものにできる。

⑤いろいろな場所にいって楽しめる（はやく慣れる）

新しい場所での体験を自分のものにできる。

⑥好きなこと，楽しめることがいろいろある（いくつか

ある）

在学しているときの生活と卒業後の日々の生活が豊か

になる。趣味ができる。

2) 自分の生活を作り維持していくカ

①自分のしたいことを相手に伝えられる。

②嫌なこと，したくないことを相手に伝えられる。

③生活で必要なことでできることは自分でするように努

める。

④生活を楽しめる。

3)生き抜くカ

①嫌なこと， したくないことを相手に伝えられる。

②ある程度きついことが生じても耐えられる，またはや

り過ごせる。

「人としてよく成長していく」ことは，全体的に成

長・発達していくことと社会人として成長していくこと

である。

「全体的に成長•発達していくこと」は，広く調和的

に成長・発達していくことである。その主な内容は，健

康，典味•関心，コミュニケーション，感覚・知覚，遊

び，情緒，運動，体・動作，認知，社会性， 自然・社会

のいろいろな体験である。

「社会人として成長していくこと」は，社会人に向か

って努力して歩んでいくことである。社会性（対人関

係・集団への適応， しつけ，挨拶）， 日常生活（身辺自

立，生活習慣），主体性の面で成長していくこと，必要

なことを身に付けることである。

(3)重度の障害をもつ子どもの基本的な学習内容

以上の事項を踏まえて，重度の障害をもっ子どもの基

本的な学習内容をまとめると，次の14項目の内容になる。

1)健康

2) 興味•関心

3) コミュニケーション

4)感覚・知覚

5)遊び

6)情緒

7)運動

8)認知

9)社会性

10)主体性・自己決定

11)体・動作

12) 日常生活

13) 自然・社会の体験

14)余暇生活

(4)重度の子どもの学習内容の 3タイプ

重度の子どもにとって上記の基本的な学習内容は同じ

であるが，タイプによってその学習内容のウエイトのか

け方が違ってくる。次の 3タイプに分けられる。

1) 自立活動中心＋日常生活指導

2) 自立活動中心

3)健康指導中心

元気で体力があり，認知レベルもある程度あり，ある

程度動ける子どもは，自立活動中心＋日常生活指導の学

習が可能である。これらの子どもは，てんかんを除いて

健康面での問題は少なく， トイレ，食事，子どもによっ

ては着替え，片付けなどの身辺自立の学習がある程度可

能である。

重度の肢体不自由と重度の知的障害をもつ子どもは，

自立活動中心の学習が適切である。呼吸，排痰，体カ・

体調，生活リズムなどの健康面での間題もある程度持っ

ており，身辺自立の学習も排泄，摂食などの一部が可能

である。

呼吸が苦しい，痰が常にからんでいる，生活リズムが

大きく乱れている， 1日中とろとろ眠っている，発作が

頻発しているなどの大きな健康障害をもつ子どもは，成

長•発達していくためにはまずその大きな健康障害の状

態の改善が欠かせない。

教育の基本的理念であるいろいろな領域をバランスよ

く学習すると，伸びることは困難である。これらの子ど

もの場合は，バランスよく学習するするのではなく，大

きな問題である健康障害の状態の改善を中心に取り組む

必要がある。

I卒業後の生活・社会参加 1

I発達とライフステージの両者に視点 1→ l高等部ステージ

I発達とライフステージの両者に視点 1→ 1 中学部ステージ

1発達中心十一部ライフステージ l → l小学部ステージ
図 1 重度の障害をもつ子どもの各ライフステージにおける基本的な考え方（阿南養護学校を改変）
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表 1 時間割別重度の障害をもつ子どもの学習内容表

時間割名 段階 適切な学習内容

全体を通し 健康の改善：生活リズムの改善（メリハリのある学校生活，できるだけ覚醒して過ごす），体調の維持

て ・改善（健康管理，活動時間・休憩時間の間隔・管理），体力の向上，排痰，体の緊張充進の防止（姿
勢のマネジメントによる），変形・拘縮の防止（姿勢のマネジメントによる）など，安心感・安定感
の育成，欲求の充足（教員とのスキンシップ，好きな遊び，外出など），不安感・心理的緊張の減少，
気持ちの安定とコントロール，感情のコントロールなど
輿味•関心の増大：教員，友達，人，遊び，遊具，歌，食べ物，楽器，人形劇・紙芝居・パネルシア
ター・絵本，おもちゃ，自動車などの社会的事物，水・雨・風・草花などの自然の事物などの種類
の増大・質の増大
コミュニケーションの向上：言葉の理解，写真カード・シンボルカード（教員・友達，時間割，学習
活動（歌，ダンスなど），行事，場所，身の回りのもの）の理解，伝達方法（表情，視線，サイン，
発声，発語，指さしなど），伝達能力，三項関係の理解など
社会性：教員・友達への興味•関心の増大，親近感，受け入れ，人への不安感・緊張の減少，友達と
一緒に楽しく遊ぶなど
主体性・自已決定：したい遊び・歌いたい歌・踊りたい相手・呼名の順番の希望などを考える・選択
する・伝達する，遊びの繰り返し・中止を伝える，一緒に組みたい教員・友達を決めて伝える（相

撲など）など
認知：教員，友達，食べ物，遊び，遊具，おもちゃ，楽器，言葉， トイレ，学習時間・学習活動名と
内容，写真カード・シンボルカード（教員・友達，時間割，学習活動（歌，ダンスなど），学校内の
場所，身の回りのもの）の理解，外出先（公園など），体の部位，食器・車椅子などの身の回りのも
の，絵本（いただきますシリーズ，ノンタンシリーズ，ころちゃんシリーズ，機関車の絵本（音の
でる），機関車の絵本（男の子に適）など
日常生活：挨拶，お礼，あやまる，排泄（排泄習慣，排尿排便後の伝達，排尿排便前の伝達，おむつ
換えへの協力），歯 磨きの受け入れ，着赫えへの協力，水分摂取能カ・摂食能力の向上・維持など）
体・動作：手の使用（カード，スイッチ，絵本をめくる，楽器を使うなど），座位姿勢の保持（姿勢
のマネジメントと介助），寝返り・背這い•四つ這いなどによる移動など
余暇生活：楽器 おもちゃなどを始めとても好きな遊び・よく楽しめる遊びを増やす

朝の会 I 挨拶，呼名，歌，考える・選択（決定）・伝達（呼名の順番の希望，歌いたい歌，ダンスしたい先生な
ど） ダンス 今日の予定 ごっこ遊び（劇ごっこなど）など

遊び I プール，水遊び（小プール），歌遊び，揺れ遊び（エアートランポリン，シーツブランコ，プランコ，
トランポリン），滑り遊び（坂，スロープ），パラシュート遊び，相撲，電車ごっこ（台車を数台つな
ぐ），台車遊び，ボールプール遊び，手遊び，キーボード，ギターなどの楽器遊び，劇遊び，人形劇遊
び，おもちゃ（黒ひげくん，クルクルクルリン，ボール投げマシーン，電動の犬，自動車など）遊び，
ストーリー遊び（「ひょっこりひょうたん島ごっこ」，「ハワイにいこう」など，エアートランポリン，
パラシュート，海と嵐と雷の効果音，スポットライト，ストーリーに合う歌を使用），影絵，光遊び，
花火（パソコンソフト使用）など

II しゃぼん玉遊び プラックライト遊びなど
音楽，歌・ I 歌，わらべ歌遊び（「かごめかごめ」など），歌遊び（「あぶくたった」など），楽器遊び（「音を探そう」
リズム （多数の楽器から好きな楽器を選んで演奏する・みんなで演奏する）），ダンス（太鼓の演奏で踊る，

曲にのって踊る） 手遊び歌 ハンドベル・鈴の合奏など

運動，体育 I プール，ェアートランポリン，ダンス，プランコ遊び，滑り遊び（坂，スロープ），滑り台，台車遊
び シーツプランコ 相撲遊びかけっこ・リレーパラシュート遊びなど

II 風船バレーなど
料理 I 包丁，皮むき，まな板， ミキサーなど使用。おいもシリーズ（さつまいも， じゃがいも，里芋使用。

蒸かしいも，大学いも，スイートポテト，きんとん，フライドポテト， じゃがいももち。炒める，揚
げる，天ぷらなど），おだんごシリーズ（みたらしだんご，おはぎ，白玉，桜もちなど），果物・野菜
シリーズ（バナナ，いちご，きゅうり， トマトなど。ジュース作り，バナナムース，バナナフランペ，
いちごムース，いちごジャム，いちごパフェ，びわジャムなど），卵シリーズ（目天焼き，オムレッ，
ゆで卵） おかずシリーズ（ソフトハンバーグなど） 小麦粉遊び（ケーキ クッキー）など

歌•お話 I 人形劇（赤ずきん，三匹のこぶたなど），紙芝居・絵本（おおかみと七匹のこやぎ，桃太郎，さるかに
お話，劇遊 合戦，おむすびころりん，ボールポン，よいしょよいしょ，おおきくなあれ，ひーらいたひーらいた

び など），劇遊び（大きなかぶ，赤ずきん，さるかに合戦など），パネルシアター（大きなかぶ，赤ずき
ん ＝匹のこぶたなど）など

散歩，外出 I 公園（ブフンコ，滑り台など），ファミリーレストラン（ジュース，アイスクリームなど），スーパー
（買い物） 地下鉄 動いている自動車・オートバイを見るなど

II コンビニ・デパート・ 100円ショップ（買い物），園芸店（買い物），図書館，路上・公園の花・雑草・
植物を見る・触る・匂いをかぐ 公園で遊んでいる子どもを見るなど

生元活学， 生活 I 苗植え（さつまいも， トマト，きゅうりなど）， トマト・きゅうりの収穫ジュース作り，おかし作り，
単習 誕生会（ファミリーレストランに行く），買い物（スーパー），運動会の練習，文化祭の練習，遠足・
（描く・作 社会見学の事前学習・事後学習など
る，図工を 茶碗作り（電動ろくろ使用） フィンガーペインティング（専用絵の具使用）
含む） II トマト・きゅうり育てなど

ポスター作り（運動会，文化祭），，運動会の装飾作り，クレープ紙を破る・貼る，粘士遊び（紙粘土，
粘士，小麦粉粘土（食紅使用）），吹き付けの絵作り（色水のスプレー，シーツ・画用紙），秋（色づい
た葉木の枝秋の花を集め紙に貼り付ける） こいのぼり作りなど

個別学習 個別の発達領域の内容表から学習内容を選択して実施する。その内容に，個別の発達領域の内容表以
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----- ---- ＿外から個別のニードに対応した学習内容を加えて実施する

給食 1 |；；二．食；？ら？ぶニ言，えコる/閃叫乙9誓二？贔贔i□9アノプ，水分摂取
自立活動 コミュニケーション：働きかけると笑う，発声，挨拶・呼名・声かけへの返事，言莱の理解，写真力

ード・シンボルカード（教員・友達，時間割，学習活動（歌，ダンスなど），場所，身の回りのもの）
の理解，伝達方法（表情，視線，サイン，発声，発語，手の動き，体の 動き，指さしなど），伝達能
カの固上（越えかけに対する適切な反応，声，手の動き，体の動きの明確化など），三項関係の理解な
ど
認知：教員，友達，食べ物，遊び，遊具，おもちゃ，楽器，言葉， トイレ，学習時間・学習活動名と
内容，写真カード・シンボルカード（教員・友達，時間割，学習活動（歌，ダンスなど），学校内の
場所，身の回りのもの）の理解，外出先（公園など），体の部位，食器・車椅子などの身の回りのも
の，絵本（いただきますシリーズ，ノンタンシリーズ，ころちゃんシリーズ，機関車の絵本（音の
でる），機関車の絵本（男の子に適），写真カード・シンボルカード（教員・友達など）
健康：呼吸の改善，排痰の改善，体の緊張凡進の防止（体のリラクセーションなどの学習による），変
形・拘縮の防止（体のリラクセーション学習，他動による関節の動きなどによる）など，安心感・
安定感の育成，欲求の充足（教員とのスキンシップ，好きな遊び，外出など），不安感・心理的緊張
の減少など
感覚・知覚：揺れ遊び（エアートランポリン，シーツブランコ，ブランコ， トランポリン），滑り遊び
（坂，スロープ）手指の遊び，手遊び歌，光遊びなど
体・動作：必要な体各部のリラクセーション学習
手：スイッチ操作（ラジカセ，電載の犬，ボール投げマシーン，自動車），キーボード，ギターなど
の楽器遊び，おもちゃ（黒ひげくん，コロコロコロリンなど）など
姿勢：あぐら座位の保持 練習， うつ伏せ，側臥位，楽な背臥位，四つ這い位，膝立ちなど
動：寝返り ゴ門言い擦り這い四つ這い膝立ち動 SRCウォーカー動など

行事 I Iお誕生会， 1年生を迎える会，こいのぼり，七夕，夏祭り（すいか割りなど），焼き芋集会，クリスマ
ス，お正月，豆まき，ひな祭り，卒業生を送る会，遠足，社会見学，文化祭，運動会，キャンプ，地
音楽会，地域の学校との交流始業式，終業式，入学式，卒業式 ＿＿ ＿ 

I : 80 %~  100％の子どもが楽しく行えた学習内容 JI : 50 %~  80％の子どもが楽しく行えた学習内容

全ての子どもは，遊んだり学習したりして成長し，発

達していく。しかし，遊んだり，学習するためには，一

定程度の体力，気力が必要である。つまり，一定以上の

心身のエネルギーが必要である。しかし，大きな健康障

害をもつ子どもは，体力，体調，エネルギーのうち日々

生きていくためのエネルギー消費以外の部分が大きく不

十分となっている。つまり，遊んだり，学習するための

エネルギーが大きく不足している。中には，重度呼吸不

全の子どものように，最低の酸素量の確保し日々生きて

いくためにその子のもつエネルギーのほとんどを使って

いる子どももいる。

子どもが，成長•発達していくためには一定の健康障

害の状態の改善が必要である。ただ，教育の力では，改

善が困難な健康障害も少なくない。

3. 重度の障害をもつ子どもの具体的な学習内

容の設定の仕方

童度の肢体不自由をもつ子どもの基本的な学習内容は，

表1に示した通りである。しかし，日本では強いグルー

プ主義（集団による学習）があり，その点で欧米先進諸

国と異なっている。個別指導の時間の増加，集団指導時

間の減少を行うとともに，個別の発達領域別の学習内

容・目標の設定・評価と集団・個別の両方がある時間割

別の学習内容・目標の設定・評価の二つが必要である

（井上2004)。

ここでは，集団・個別の両方がある時間割別の学習内

容（表 1) と個別の発達領域別の学習内容（表2)の二

つの内容表を作成し提示する。

(1)時間割別重度の子どもの適切な学習内容表（表 1)

について

時間割別の適切な学習内容は，全体を通して，朝の会，

遊び，音楽（歌・リズム），運動（体育），料理，歌•お

話（お話，劇遊び），散歩（外出），生活（生活単元学習），

個別学習，給食，自立活動の12項目と行事とした。かっ

こ内は，その学習内容に対して他校で見られる名称の例

である。この表に，この10年間で私が体験した，多くの

子どもが興味•関心をもって楽しく学習した具体的な内

容をまとめた。なお，「段階」欄の I, IIは，それぞれ

80%~100％の子どもが楽しく行えた学習内容と50%~

80％の子どもが楽しく行えた学習内容を表している。

料理は，準備，後片付けに時間がかかり，また包丁，

皮むき，ガスコンロ，ホットプレート，フライパン，鍋，

油， ミキサーなどを使うので，，安全管理によく注意を

払う必要があった。かなり労力が必要であるが，よく知

っている食べ物であること，試食すること，身近である

ことのために子どもたちの関心とモチベーションは高い。

また，触覚，視覚，嗅覚，味覚，聴覚の五感をよく使う，

手をよく使うので，描く・作る（図エ）の学習よりもよ

りもトータルで優れている。料理を重度の子どもにとっ

て適切な学習内容として推薦したい。

描く・作る（図エ）は，重度の子どもの学習内容とし

てはあまり適していない。 80％以上の子どもが，興味を

もって楽しく学習できた内容は，茶碗作り（電動ろくろ

使用），フィンガーペインティング（専用絵の具使用）



74 重度の障害をもつ子どもの自立活動指導（その10)

表2 発達領域別重度の障害をもつ子どもたちの学習内容表

発達領域 段階 適切な学習内容
健康 生活リズムの改善（メリハリのある学校生活，できるだけ覚醒して過ごす），体調の維持・改善，体力

の向上（運動・睡眠など），呼吸・排痰の改善（姿勢のマネジメントと体の学習に よる），体の緊張
充進の防止（姿勢のマネジメントと体の学習に よる），変形・拘縮の改善•発生防止・進行防止（姿
勢のマネジメントと体の学習による），便秘の改善など。
情緒の安定・心理的安定（安心感・安定感の育成，欲求の充足（教員とのスキン，シップ，好きな遊び
をする，外出など），不安感・心理的緊張の減少，気持ちの安定とコントロール，感情のコントロール
など）

典味•関心 教員，友の社達会，的人，遊び，遊具，歌，食べ物，の楽自器然，人形劇・紙芝居・ペープサート，おもちゃ， 自動
車など 事物水・雨・風・草花など の事物の種類と質の増大など

コミュニケ 働きかけると笑う，発声，挨拶・呼名・声かけへの返事，言葉の理解，写真カード・シンボルカード
ーション （教員・友達，時間割，学習活動（歌，ダンスなど），場所，身の回りのもの）の理解，伝達方法（表

清，視線，サイン，発声，発語，手の動き，体の動き，指さしなど），伝達能力の胴上（声かけに対す
る流切な反応声手の動き 体の動きの明確化など） ＝項関係の理解など

感覚・知覚 I プール，水遊び（小プール），歌遊び，揺れ遊び（エアートランポリン，シーツブランコ，プランコ，
トランポリン），滑り遊び（坂，スロープ），パラシュート遊び，ボールプール遊び，手指の遊び，手
遊び歌，キーボード，ギターなどの楽器遊び，ストーリー遊び（「ひょっこりひょうたん島ごっこ」，「ハ
ワイにいこう」など，ェアートランポリン，パラシュート，海と嵐と雷の効果音，スポットライト，
ストーリーに合う歌を使用）など
茶碗作り（電動ろくろ使用），フィンガーペインティング（専用絵の具使用），影絵，光遊び，花火（パ
ソコンソフト使用）など

II 粘上遊び（紙粘土，粘土，小麦粉粘土（食紅使用）），ブラックライト遊び，小麦粉遊び（ケーキ，ク
ッキー）など

遊び I いろいろな遊びを楽しめる。水遊び（小プール），歌遊び，揺れ遊び（エアートランポリン，シーツプ
ランコ，プランコ， トランポリン），滑り遊び（坂，スロープ），パラシュート遊び，電車ごっこ（台
車を数台つなぐ），ボールプール遊び，手遊び，キーボード，ギターなどの楽器遊び，劇遊び，人形劇
遊び，おもちゃ（黒ひげくん，クルクルクルリン，ボール投げマシーン，電動の犬，自動車など）遊
び，ストーリー遊び（「ひょっこりひょうたん島ごっこJ, 「ハワイにいこう」など，エアートランポリ
ン パラシュート，海と嵐と雷の効果音 スポットライト ストーリーに合う歌を使用）など

II しゃぼん王遊び ブラックライトの遊びなど
情緒 I 歌，わらべ歌遊び（「かごめかごめ］など），歌遊び（「あぶくたった」など），楽器遊び（「音を探そう」

（多数の楽器から好きな楽器を選んで演奏する・みんなで演奏する）），ダンス（太鼓の演奏で踊る，
曲にのって踊る），手遊び歌など
人形劇（赤ずきん，三匹のこぶたなど），紙芝居・絵本（おおかみと七匹のこやぎ，桃太郎，さるかに
合戦，おむすびごろりん，ボールポン，よいしょよいしよなど），劇遊び（大きなかぶ，赤ずきん，さ
るかに合戦など），パネルシアター（大きなかぶ，赤ずきん，三匹のこぶたなど）など
茶碗作り（電動ろくろ使用），フィンガーペインティング（専用絵の具使用）
教員・友達と一緒に楽しく遊ぶ，水遊び（小プール），歌遊び，揺れ遊び（エアートランポリン，シー
ップランコ，プランコ， トランポリン），滑り遊び（坂，スロープ），パラシュート遊び，霞車ごっご，
ボールプール遊び，手遊び，キーボード，ギターなどの楽器遊び，劇遊び，人形劇遊び，おもちゃ（黒
ひげくん，クルクルクルリン，ボール投げマシーン，電動の犬など）遊び，ストーリー遊び（「ひょっ
こりひょうたん島ごっこ」，「ハワイにいこう」など，ェアートランポリン，パラシュート，海と嵐と
雷の効果音 スポットライト ストーリーに合う歌を使用）など

II しゃぼん玉遊び，ブフックフイトの遊びなど
ポスター作り（運動会，文化祭），運軌会の装飾作り，粘上遊び（紙粘土，粘土），吹き付けの絵作り
（色水のスプレー，シーツ・画用紙），秋（色づいた葉，木の枝，秋の花を採集して画用紙に貼り付け
る）など

運動 I プール，ェアートランポリン，ダンス，プランコ遊び，滑り遊び（坂，スロープ），滑り台遊び，台
車遊び シーツブランコ 相撲遊び かけっこ・リレー パラシュート遊びなど

＂ 
風船バレーなど

認知 人・物：教員，友達，食べ物，遊び，遊具，おもちゃ，楽器，言葉，身辺自立（排泄・トイ レ，着
替え，歯磨きなど），学習時間・学習活動名と内容，写真カード・シンボルカード （教員・友達時
間割，学習活動（歌，ダンスなど），学校内の場所，食器・車椅子など の身の回りのもの）の理解，
体の部位など
絵本など：絵本（いただきますシリーズ，ノンタンシリーズ，ころちゃんシリーズ，機関車の絵本（音
のでる），機関車の絵本（男の子に適）など，人形劇（赤ずきん，三匹のこぶたなど），紙芝居・絵本
（おおかみと七匹のこやぎ，桃太郎，さるかに合戦，おむすびころりん，ボールポン，よいしょよい
しょ，おおきくなあれなど），劇遊び（大きなかぶ，赤ずきん，さるかに合戦など），パネルシアター
（大きなかぶ，赤ずきん，三匹のこぶたなど）など
買い物・外出：ファミリーレストラン，スーパー，地下鉄，動いている自動車・オートバイを見る，
公園プランコ 滑り台など

社会性 教員・友達への興味•関心の増大，親近感，受け入れ，人への不安感・緊張の減少，友達と一緒に楽
しく遊ぶなど

主体性・自 したい遊び，歌いたい歌，踊りたい相手，呼名の順番の希望などを考える・選択する・伝達する，遊
己決定 びの継続・中止を伝える 荷びたい友達を決めて伝える（相撲など）など
体・動作 I 必要な体各部のリラクセーション学習
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手：包丁，皮むき，まな板， ミキサーなど使用。おいもシリーズ（さつまいも， じゃがいも，里芋使
用。蒸かしいも，大学いも，スィートポテト，きんとん，フライドポテト， じゃがいももち。炒め
る，揚げる，天ぷらなど），おだんごシリーズ（みたらしだんご，おはぎ，白玉，桜もち，など），
果物・野菜シリーズ（バナナ，いちご，きゅうり， トマトなど。ジュース作り，バナナムース，バ
ナナフランペ，いちご｀ムース，いちごジャム，いちごパフェ，びわジャムなど），卵シリーズ（目玉
焼き，オムレツ，ゆで卵），おかずシリーズ（ソフトハンバーグなど），ケーキ作りなど茶碗作り（電
動ろくろ使用），フィンガーペインティング（専用絵の具使用），スイッチ操作（ラジカセ，電動の
犬，ボール投げマシーン，自動車），キーボード・ギター遊び，おもちゃ（黒ひげくん，コロコロコ
ロリンなど）など
姿勢：楽ないす座位の保持（姿勢のマネジエメントと介助）と練習，あぐら座位の保持練習， うつ伏
せ，側臥位，楽な背臥位，四つ這い位，膝立ちなど
移動：寝返り ゴ門這い擦り這い四つ這い 、立ち動 SRCウォーカー など

II I手：ポスター作り（運動会，文化祭），運動会の装飾作り，クレープ紙を破る・貼る，粘上悶刃ゞ（紙粘
上，粘上，小麦粉粘土（食紅使用）），吹き付けの絵作り（色水のスプレー，シーツ・画用紙），秋の作
品色づいたザ の 火のをめ成にり付けるこいのぼり りなど

日常生活 I I挨拶，お礼，あやまる，誹泄（排泄習慣，排尿排便後の伝達排尿排便前の伝達，おむつ換えへの協
カ 、 きの点け入れ・ カ 、えへの 力 水ノ 、取能カ・、能力の向上・＇、持など

自然・社会 I 料理：包丁，皮むき，まな板， ミキサーなど使用。おいもシリーズ（さつまいも， じゃがいも，里芋
の体験 I I使用。蒸かしいも，大学いも，スイートポテト，きんとん，フライドポテト， じゃがいももち。炒め

る，揚げる，天ぷらなど），おだんごシリーズ（みたらしだんご，おはぎ，白玉，桜もち，など），果
物・野菜シリーズ（バナナ，いちご，きゅうり， トマトなど。ジュース作り，バナナムース，バナナ
フランペ，いちごムース，いちごジャム，いちごパフェ，びわジャムなど），卵シリーズ（目玉焼き，
オムレッ，ゆで卵），おかずシリーズ（ソフトハンバーグなど），小麦粉遊び（ケーキ，クッキー），か
き氷作りなど
苗植え（さつまいも， トマト，きゅうりなど）， トマト・きゅうりの収穫・試食，さつまいもの収穫，
誕生会（ファミリーレストランに行く），買い物（スーパー），運動会の練習，文化祭の練習，遠足・
社会見学の事前学習・事後学習など
公園（ブランコ，滑り台など），ファミリーレストラン（ジュース，アイスクリームなど），スーパー
（買い物），地下鉄，動いている自動車・オートバイを見るなど
お誕生会， 1年生を迎える会，こいのぼり，七夕，夏祭り（すいか割りなど），焼き芋集会，クリスマ
ス，お正月，豆まき，ひな祭り，卒業生を送る会，遠足，社会見学，文化祭，運動会，キャンプ，地
の学校との交流

余暇生活 I II I土`／直：芯:9:i羹；などを始めとても好きな遊び・よく楽しめる遊びを増やす
I : 80 %~  100％の子どもが楽しく行えた学習内容 II : 50 %~  80％の子どもが楽しく行えた学習内容

の二つだけであった。どちらも，指や手の触覚の楽しさ

が，持続的に入ってくるものであった。

描く・作る（図エ）は，子どもたちの興味•関心を強

く引くことが難しい学習内容である。 Iょりも 1Iの方に，

学習内容が多く入っていることからも他の項目より適切

さが低いことが理解できる。この描く・作る（図エ）学

習は，知的障害養護学校の代替の教育課程対象の子ども

たちには実施可能な学習内容であるが，自立活動中心の

教育課程が適している子どもたちには実施しなくてもよ

い学習内容だと言える。描く・作る（図エ）学習は，時

間割の中に恒常的に設けず，必要なときに必要な分だけ

行う仕方が適している。

私たちは，この学習を2004年度から時間割からなくし，

生活（生活単元学習）の時間で扱うようにして，運動会，

学校祭の行事ポスター，学級の仲間紹介などときどき必

要な内容だけを行った。

自立活動の時間は，他に適切な名称が見つからなかっ

たのでこの名称にした。この時間は，集団による学習で

は充分行えない内容も含めて学習指導要領の自立活動の

一部の学習を行う時間である。内容は，準ずる教育，知

的障害の代替の教育で行われている自立活動とかなり重

なっている。個別学習の時間との違いは，個別学習に比

べて自立活動の方が学習内容の範囲がより狭くなってい

ることである。

(2)発達領域別重度の子どもの適切な学習内容表（表

2) について

発達領域別の適切な学習内容は，健康，興味•関心，

ミュニケーション，感覚・知覚，遊び，情緒，運動，認

知，社会性，主体性・自己決定，体・動作，日常生活，

自然・社会の体験，余暇生活の14項目とした。

余暇生活は，小学部では一応押さえておいて，中学部，

高等部でしっかり取り組めばよいと考える。小学部ステ

ージでは，とくにこの項目を設定しなくてもよいだろう。

なお，段階欄の I, IIは，それぞれ80%~100％の子ど

もが楽しく行えた学習と50%~80％の子どもが楽しく行

えた学習内容を表している。

この表は，項Hに主体性・自己決定，自然・社会の体

験の項Hがあることに特徴があるだろう。

4 時間割個別指導の時間の指導形態について

(1)週の時間割

これらの学習内容を週の時間割・日課にどう組むかは

大事なことである。その例を表3に載せる。この時間割

は，私たちが実際に行ったものを少し変えてある。私た
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表3 時間割の例（小学部2, 3年）

月 火 水

個別学習

朝の会

運動

給食

木 金

ー＿
2
-
3
-
4
＿5

遊び 歌•お話 散歩

自立活動 生活

ちが実際に行った時間割・日課は，病院併設の分教室で

あったため，給食が週1回であったり，午後から登校し

たりするなど特殊な時間割・日課となっている部分があ

った。通学制養護学校の小学部低学年の一般的な時間割

に移して提示した。

小学部2年または 3年で週23コマとした場合，個別指

導 5 ，朝の会 5' 給食 5' 自立活動 2' 遊び 1' 歌•お
話1，音楽 1，運動 1，散歩 1，生活 1となる。個別に

よる学習（個別学習，給食，自立活動）とグループ学習

の割合は， 12対11であり，個別指導が約54％となってい

る。

これは，個別のニードに対応することと子どもの個性

を尊重すること（その子の好きなこと，好きなやり方で

成長する仕方をかなり取り入れる）を教育の理念にして

いるため，個別学習を 5コマ設けているためである。

なお，個別学習の時間の指導体制は，次のように行っ

ていた。

(2)個別学習の指導形態，学習内容

1) 2003年度の個別学習の内容は， 8名の児童の場合次

の通りであった。

児童名 主な学習内容

A 絵本， トイレ，絵本

B 絵本， トイレ，絵本

C 絵本， トイレ，リラクセーション

D B課表作り， トイレ

E 伏臥位，リラクセーション，拘縮防止，手の

感覚の明確化，ゆったり 1: 1で話しかける

リラクセーション，コミュニケーション，

1 : 1のでしっかり関わる

G 遊具遊び（トランポリン）

H 遊具遊び（おもちゃ），リラクセーション

2)指導形態 (2003年度の場合）

教貝：児童 1 : 1, 1 : 2,一部 1: 3 

子どもの分け方は， 1 : 1 D, G, F, H 1 : 2 

E, C （一部 1: 3), A （一部 1: 3), B （一部 1: 

3)であった。一部 1: 3の指導は， 1コマ35分の中，

約15分間行った。

F
 

5. おわりに

この10年間私が考えてきた重度の障害をもつ子どもた

ちに必要な学習内容，この10年間に自立活動中心の教育

課程の学級で，私が行ったか体験した学習内容の中で，

子どもたちにとって必要度の高いかつ子どもたちがよく

興味を持ち多くの子どもが楽しく行った内容を表として

まとめた。

各教育現場の先生方にこの学習内容表を参考にしてい

ただき，担当している子どもたちにより適切でよりよい

教育を行うことに少しでも役立つならば幸いに思います。

なお，表中の具体的な学習内容の中，自立活動，歌・

お話，遊ぴなどには本校の古山勝，音楽，歌•お話には

黒鳥由里子，音楽には加藤裕美子の各先生方が行った内

容が多く人っている。先生方には，内容表に載せること

を快く了解していただき感謝しています。
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